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1. 形態素解析を行う 

・解析結果をファイルに出力する 

 

複数ファイルを一度に解析する場合 

 

（青空文庫の夏目漱石のテキストを全部解析してみる） 

 



2. データベースに取り込む 

1. Access で新規データベースを作成(mdb ファイル) 

 

2. インポート 

 テキストファイルのインポート 

 

 「設定」で文字コード（コードページを UTF-8 に指定する） 

 



 

 先頭行をフィールド名として使う 

 

 

3. 連番を付ける 



 

インポート完了 

 

 

※ここでエラーが出てしまう場合は、解析結果を別の文字コード（Unicode(UTF-16LE)な

ど）で保存し直してためしてみてください。（Access2007 のバグ？） 

 

3. データを取り出す・集計する 

クエリを新規作成 

 

 



コーパステーブルを表示 

 

選択クエリ  

 列を選択 

（出典と語種だけを選択） 

ドラッグアンドドロップで列を追加できる 

 

 行を選択 

（語種が「漢 or 和 or 外」の行だけを選択） 

部分一致は”*”を使う。自動的に like がつく（例：Like “名詞*” で名詞で始まる） 

 

複数の列に抜き出す条件を指定することもできる 

 



Access のビュー 

 

・データシートビューでクエリの実行結果を見ることができる 

 

・デザインビューでクエリのデザインに戻ることができる 

 

・SQL ビューでクエリの中身（SQL 文）を見ることができる 

 

 



集計 

  

デザインビューのフィールド上で右クリック→集計 で項目がグループ化される 

 

 ID 列を追加してカウント（何例あるか） 

実行結果（データシートビュー） 

 

 元のデータが数字であれば、合計・平均などを出すこともできる 

 



 

ピボットグラフビュー（このように Access 上でピボットテーブル・ピボットグラ

フも作れるが、Excel にコピーしてから処理した方が小回りがきく） 

 

 

・ クエリは名前を付けて保存しておくことができる 

・ 保存されたクエリは、あたかも新しいテーブル（表）であるかのように利用することが

できる。 

 

 

表の結合  

 

出典とジャンルの対照表を作っておく 



 

 

クエリデザインでふたつのテーブルを表示し、同じ内容の列をドラッグアンドドロップで

結ぶ 

 

こうすることで複数の表から列を選択できるようになる 

 

これで、ジャンル別の語種集計が可能になる 

    

 

 

 内部結合と外部結合 

• 内部結合では、対応する出典がない場合、結果に何も表示されない 

• 外部結合では、対応する出典がない場合、規準となるテーブルのレコードは全て表示



される 

 

図中の 1 が内部結合、2 が corpus 規準の外部結合、3 が出典ジャンル規準の外部結合 

 

4. 連続する形態素を取り出す・集計する 

• 次の形態素の連番を付ける  

 列を用意する 

corpus テーブルをデザインビューで開き「次の ID」列を追加、保存して閉じる 

 

 更新クエリを作成、実行する 

「次の ID」列を[ID]+1 に更新する 

   



 

• 連続する形態素を抜き出す  

 解析結果テーブル自身をずらして結合する 

 

たくさん結合することもできる 

 

 前後の形態素で条件指定した選択クエリ 

 

動詞＋接続助詞「て」＋「いる」の用例数を出典・動詞別に集計 

（抽出条件とするだけで表示しなくてもいい列は「表示」のチェックをはずす） 



 

 

その他 

・ よく集計に使う列にインデックスを付けることで集計が早くなる 

 


